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復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

申
し
込
み
は
、
市
営
住
宅
と
県
営
住
宅
を
合
同
で
受
け
付
け
、
市
外
で
被
災
し
た
人
も
対
象
で
す
。

今
回
で
、
す
べ
て
の
地
区
の
申
し
込
み
が
終
了
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

﹇
市
営
﹈ 

市
都
市
計
画
課
管
理
係　

☎
22‒

２
１
１
１
（
内
線
４
３
１
、
４
３
６
）

﹇
県
営
﹈ 

岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０‒

２
０
８‒

２
０
１

団地名・住所 管理
区分

募集戸数
（予定）

完成時期
（予定） 家賃

鵜住居１号
（区画整理事業区域内） 市 集合32戸

（１LDK18戸、２LDK14戸） 平成28年10月

収
入
や
世
帯
員
の
状
況
に
よ
り
決
定　

※
別
途
共
益
費
が
か
か
り
ま
す
。

鵜住居２号
（区画整理事業区域内） 市 集合48戸

（１LDK14戸、２LDK34戸） 平成29年４月

鵜住居中心部
（区画整理事業区域内） 市 戸建40戸 平成28年４月

～随時
鵜住居日向
（鵜住居町第29地割地内） 県 集合30戸

（２DK10戸、３DK20戸） 平成27年８月

片岸（区画整理事業区域内） 市 戸建19戸 平成28年３月

片岸（片岸町第１地割地内） 県 集合22戸
（１DK8戸、２DK11戸、３DK３戸） 平成28年度

嬉石第1（嬉石町2丁目地内） 県 集合55戸
（１DK12戸、2DK31戸、３DK12戸） 平成28年度

嬉石第2（嬉石町3丁目地内） 県 集合31戸
（１DK8戸、２DK19戸、３DK４戸） 平成28年度

松原（松原町3丁目地内） 県 集合64戸
（１DK17戸、２DK37戸、３DK10戸） 平成28年度

箱崎（上前）
（箱崎町第5地割地内） 市 戸建９戸 平成28年３月

箱崎（野川前・前田）
（箱崎町第10地割地内） 市 戸建16戸 平成28年３月

箱崎（横瀬）
（箱崎町第7地割地内） 市 戸建５戸 平成28年12月

室浜（片岸町第10地割地内） 市 戸建９戸 平成28年６月
根浜（鵜住居町第22地割地内） 市 戸建13戸 平成28年10月
桑ノ浜（箱崎町第13地割地内） 市 戸建11戸 平成28年11月
両石（両石町第2地割地内） 市 戸建25戸 平成29年４月

両石（両石町第2地割地内） 県 集合30戸
（１DK５戸、２DK20戸、３DK５戸） 平成28年度

東部（大町・只越町・大只越町・浜町） 市 ２LDK34戸　※詳細は、問い合わせください。
（入居要件・優先入居基準・申し込み方法は次ページ）

　

震
災
後
の
混
乱
し
た
状
況
下
で
の

創
刊
か
ら
、約
３
年
４
カ
月
に
わ
た
り
、

重
要
な
情
報
媒
体
と
し
て
市
内
全
戸

へ
向
け
て
無
料
で
発
行
を
続
け
ら
れ
た

「
復
興
釡
石
新
聞
」関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
、改
め
て
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

復
興
釡
石
新
聞
の
有
料
化
に
伴
い
、

市
で
は
復
興
や
被
災
者
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、11
月
か
ら

「
広
報
か
ま
い
し
」を
月
２
回
発
行
し

ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
3
年
７
カ
月
が
経
過
し
、

よ
う
や
く
全
復
興
公
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。住
宅
再
建
意
向
調
査
登
録
済
み

の
方
も
今
後
登
録
さ
れ
る
方
も
、今
号

の
広
報
で
申
し
込
み
方
法
を
確
認
し
、

手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、自
力
再
建
さ
れ
る
方
々
に
対

し
て
は
、造
成
ス
ケ
ジ
ュー
ル
管
理
を
徹

底
し
、一
日
も
早
く
宅
地
を
引
き
渡

し
す
べ
く
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

本
格
復
興
へ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、「
胆
大
心
小
」を
肝
に
銘
じ
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
復
興
釡
石
新
聞
」に
感
謝 1



【 

県
営
住
宅
】
12
月
中
の
開
催
で
、
日
程

を
調
整
中

※ 

優
先
入
居
基
準
お
よ
び
入
居
世
帯
構
成

枠
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
に
お
い
て

適
用
と
な
り
ま
す
。
県
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
再
建
意
向
調
査
に
登
録
し
て
い
る

人
に
は
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
都
市
計
画

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
登

録
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
も
市
都
市
計

画
課
で
申
込
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
は
、
市
お
よ
び
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
の
他
に「
り
災
証
明
書（
写
）」

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

受
付
期
間
…
11
月
６
日（
木
）
〜
11
月

25
日（
火
）

　

 

郵
送
の
場
合
は
11
月
25
日（
火
）
の
消

印
ま
で
有
効

■ 

直
接
持
参

　

【
平
日
】
市
都
市
計
画
課

　

【
休
日
】 

市
役
所
第
4
庁
舎
３
階　

第

４
会
議
室

■ 

郵　
　

送
…
〒
０
２
６-

８
６
８
６

　

釡
石
市
役
所
都
市
計
画
課（
住
所
不

要
）

　

今
回
の
申
し
込
み
は
、
住
宅
の
決
定
の

み
で
す
。
部
屋
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
鵜
住
居
日
向
に
つ
い
て
は
、
部

屋
の
決
定
ま
で
行
い
ま
す
。

片岸町地区復興公営住宅 鵜住居地区復興公営住宅

嬉
石
松
原
地
区
復
興
公
営
住
宅

位置図

※その他の地区については問い合わせください。

両石方面

国道45号国道45号

国道283号

国道45号

港町方面

震災時の
住まい

り災の状況

自己所有の土地・住宅に
住んでいた

借地に建設した
自己所有の住宅に
住んでいた

賃貸住宅に
住んでいた

全 壊 ○ ○ ○

大 規 模
半 壊 △

ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

△
ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

△
ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

半 壊 △
ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

△
ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

△
ただし、申し込み
時点で解体してい
ること

一 部 損 壊 × × △
ただし、建物の判
定が半壊以上で解
体していること

被 害 な し × × △
ただし、建物の判
定が半壊以上で解
体していること

要
配
慮
世
帯

5
割

申
し
込
み
時
点
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

該
当
す
る
世
帯

① 

重
度
（
1
・
2
級
）
障
が
い
者
、
重
度
障
が

い
児
、
要
介
護
度
3
〜
5
の
い
ず
れ
か
が
い

る
世
帯

② 

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
妊
婦
の
い
ず
れ
か

が
い
る
世
帯

③
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
（
単
身
も
含
む
）

グ
ル
ー
プ
世
帯

2
割

仮
設
住
宅
な
ど
で
親
し
く
な
っ
た
人
た
ち
や
親

戚
、
知
人
な
ど
と
グ
ル
ー
プ
で
入
居
す
る
世
帯

一
般
世
帯

3
割

そ
の
他
の
世
帯
（
一
般
枠
）

※表内の「△」は、ただし書きの要件を満たした場合に申し込みができます。

【 

県
営
住
宅
】
12
月
中
の
開
催
で
、
日
程

を
調
整
中

※ 

優
先
入
居
基
準
お
よ
び
入
居
世
帯
構
成

枠
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
に
お
い
て

適
用
と
な
り
ま
す
。
県
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
再
建
意
向
調
査
に
登
録
し
て
い
る

人
に
は
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
都
市
計
画

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
登

録
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
も
市
都
市
計

画
課
で
申
込
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
は
、
市
お
よ
び
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
の
他
に「
り
災
証
明
書（
写
）」

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

受
付
期
間
…
11
月
６
日（
木
）
〜
11
月

25
日（
火
）

　

 

郵
送
の
場
合
は
11
月
25
日（
火
）
の
消

印
ま
で
有
効

■ 

直
接
持
参

　

【
平
日
】
市
都
市
計
画
課

　

【
休
日
】 

市
役
所
第
4
庁
舎
３
階　

第

４
会
議
室

■ 

郵　
　

送
…
〒
０
２
６-

８
６
８
６

　

釡
石
市
役
所
都
市
計
画
課（
住
所
不

要
）

　

今
回
の
申
し
込
み
は
、
住
宅
の
決
定
の

み
で
す
。
部
屋
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
鵜
住
居
日
向
に
つ
い
て
は
、
部

屋
の
決
定
ま
で
行
い
ま
す
。

　

次
の
⑴
か
ら
⑸
ま
で
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴ 　

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

　

① 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ

た
世
帯
（
住
宅
が
全
壊
、
大
規
模
半

壊
ま
た
は
半
壊
で
解
体
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
）

　

② 

被
災
地
に
お
け
る
復
興
事
業
の
実
施

に
よ
り
移
転
が
必
要
と
な
っ
た
世
帯

　

③ 

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
住
宅

を
失
っ
た
世
帯
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

賃
借
人
が
自
己
都
合
に
よ
ら
ず
退
去

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
世
帯
な

ど
）

　

※ 

収
入
が
一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

④ 

修
繕
や
補
修
で
は
住
宅
と
し
て
の
機

能
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程

度
の
損
傷
が
あ
る
場
合
で
住
宅
を
解

体
し
た
世
帯
（
市
が
危
険
と
判
断

し
、
既
に
解
体
し
た
場
合
）

　

※ 

収
入
が
一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

⑵ 　

仮
設
住
宅
（
み
な
し
仮
設
も
含
む
）

に
住
ん
で
い
る
な
ど
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と

　

※ 

住
む
こ
と
が
で
き
る
住
宅
（
仮
設
・

み
な
し
仮
設
を
除
く
）
が
あ
る
場
合

は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

⑶ 　

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
す
る
人

が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
6
号

に
規
定
す
る
「
暴
力
団
員
」
で
な
い
こ

と
⑷ 　

市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑸ 　

住
宅
再
建
に
関
す
る
補
助
金
（
被
災

者
生
活
再
建
加
算
支
援
金
な
ど
）
を
受

領
し
て
い
な
い
こ
と

第 

１
位　

震
災
前
に
住
ん
で
い
た
地
区
へ

の
入
居
を
希
望
す
る
世
帯

第 

２
位　

復
興
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
世
帯

第 

３
位　

東
部
地
区
住
宅
の
場
合
は
被
災

時
に
釡
石
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た

世
帯

第 

４
位　

そ
の
他
被
災
世
帯

第 

５
位　

①
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し

て
住
宅
を
失
っ
た
世
帯
（
ア
パ
ー
ト
な

ど
の
賃
借
人
が
自
己
都
合
に
よ
ら
ず
に

退
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
世
帯
な

ど
）。
②
修
繕
や
補
修
で
は
住
宅
と
し

て
の
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
の
損
傷
が
あ
る
場
合
で
住
宅
を

解
体
し
た
世
帯
（
市
が
危
険
と
判
断

し
、
既
に
解
体
し
た
場
合
）

※ 

優
先
入
居
基
準
第
１
位
に
該
当
し
、
か

つ
、
第
２
位
に
該
当
す
る
世
帯
は
最
優

先
と
な
り
ま
す
。

◎
入
居
世
帯
構
成
枠

　

住
棟
の
入
居
者
構
成
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
ま
す
。

※ 

「
要
配
慮
世
帯
」
と
「
グ
ル
ー
プ
世

帯
」
の
両
方
の
条
件
を
み
た
す
場
合

は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 
い
ず
れ
も
枠
を
上
回
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
市
営
住
宅
】

　

抽
選
日
…
12
月
６
日
（
土
）

　

 

抽
選
会
場
…
市
役
所
第
４
庁
舎
３
階　

第
4
会
議
室

入
居
申
し
込
み
が
で
き
る
世
帯

優
先
入
居
基
準

申
し
込
み
方
法
（
郵
送
可
）

そ
の
他
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参加団体 内　　容

釡石医師会 下肢動脈硬化性疾患検査／いわてＡＢＩ（※）キャラバン
生活習慣病に関する予防啓発パネルの展示ほか

釡石歯科医師会／岩手県
歯科衛生士会釡石支部 歯科健診、健口相談、フッ素塗布、ブラッシング指導、パネルの展示

釡石薬剤師会 骨密度測定、お薬相談

釡石保健所 体組成測定および保健指導、各種ポスターの掲示
健康づくりなどに関する各種啓発パンフレットやグッズなどの配布

釡石市スポーツ推進委員
協議会／釡石市体育協会 ニュースポーツ体験（スカットボール）、健康づくり体操教室ほか

釡石市食生活改善推進員
協議会 サケのつみれ汁の試食会、塩分測定（持参したみそ汁・スープなど）

岩手県栄養士会沿岸地区
会釡石地区 栄養相談、適塩みそ汁試飲、食事バランスサイコロゲーム（景品あり）

市健康推進課ほか
健康相談（血圧測定）、こころの相談（「こころの体温計」の実施）、健康
クイズ（お酒・がん・メタボ）、啓発パネルの展示（がん検診受診PR・口腔
機能の高め方・減塩の取り組みについてなど）

貸し切りバスを運行します
　会場まで貸し切りバス（黄色のバス）
を運行します。行き先を表示しています
ので、最寄りのバス停で手をあげてくだ
さい。

【主なバス停の通過予定時刻】
時　刻 通過バス停

9：40 洞泉雇用促進住宅前

9：45 松 倉 駅 前

9：50 小 佐 野 駅 前

9：55 昭 和 園 前

10：00 釜 石 駅 前

10：05 天 神 町

10：15 新 川 原

10：25 砂 子 畑

10：30 上 栗 林

※ 帰りのバスは12:30に「どんぐり広場」を
出発します。

（※）ＡＢＩ… 手と足の血圧の比較や脈波の伝わり方を調べ動脈硬化の程度を
数値として表したもの

問い合わせ 市健康推進課（☎22－0179）
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２
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チームかまいし市民公開講座
■時　間…13時20分～15時30分
■場　所… イオンタウン釡石２階　イオンタウンホール
■テーマ… 「食べること　生きること
　　　　　　　　　　　～健康を支える多職種連携～」
■講　師…ふれあい歯科ごとう（東京都新宿区）
　　　　　　　　　　　　代表　五 島  朋 幸 氏　ほか
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」
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ま
た
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野
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合
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デ
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も
同
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開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

専門家による11月の相談スケジュール
●建築士 10日㈪

新築や改修の補助金の適用基準、バリアフリー対応工事や耐震改修、地域型復
興住宅に関すること

●土地家屋調査士 11日㈫、25日㈫

土地や建物の調査や測量、自宅を再建する場合の手続きに関すること

●行政書士 18日㈫

被災者の生活再建支援に関する各種申請手続き、農地を造成して自宅を建築す
る場合の手続き、相続に関すること

●ファイナンシャル・プランナー ５日㈬、12日㈬、19日㈬、26日㈬

仮設住宅を出た後の生活設計、自宅再建と復興公営住宅の金銭面における比較
に関すること

●弁護士 ６日㈭、13日㈭、20日㈭、27日㈭

個人版私的整理ガイドライン（被災ローン減免制度）の概要や適用、災害関連
死や相続、離婚や家庭内暴力などの問題に関すること

●司法書士 ７日㈮、14日㈮、21日㈮、28日㈮

土地や建物の購入手続きや名義変更の方法、抵当権の抹消手続きに関すること

■測定内容
測定日 測定食材 産　地 測定結果
H26.９.16 じゃがいも、ねぎ 唐丹町 不検出
H26.９.17 じゃがいも、ねぎ 橋野町 不検出
H26.10.17 だいこん 唐丹町・橋野町 不検出
H26.10.20 はくさい 唐丹町・橋野町 不検出
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■
場　

所
…
市
役
所
第
５
庁
舎
１
階

釜石地区被災者相談支援センターをご利用ください

「復興まちづくり情報発信ブース」を
開設しました

市役所周辺のご案内

P

P

P

P
P
P

↑
国
道
45
号

第5庁舎

第3庁舎

第
４
庁
舎

第2庁舎

市役所
第1庁舎

問い合わせ 釡石地区被災者相談支援センター
フリーダイヤル　☎0120－836－730
☎080－5734－5494
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■検査機関、測定場所…県立釡石高等学校
■測定機器… NaI（Tl）シンチレーションスペクトロメータ（RAD　IQ

　FS300）
■測定方法… NaI（Tl）シンチレーションスペクトロメータによるγ線

スペクトロメトリー
■測定時間…1,200秒

学
校
給
食
食
材
の

放
射
性
物
質
濃
度
測定
結果

問い合わせ 市学校給食センター（☎23－0304）

　市は、被災21地区の復興まちづくりの方向性、将来図、土地
利用計画、工事概要、工程表、被災前後の航空写真を確認できる
「復興まちづくり情報発信ブース」を開設しました。

■開設日時…第１・３・５火曜日を除く毎日
　　　　　　９時～19時
　　　　　　※祝日の場合など、変更になることがあります。
■開設場所…シープラザ釡石２階　西側フロア

問い合わせ 市都市整備推進室（☎22－2111　内線410）

426.11.5広報かまいし5 26.11.5 広報かまいし



「復興釡石新聞」の購読者を募集しています

「広報かまいし」11月からリニューアル

　「広報かまいし」は11月から、震災前と同じ月２回（第１・第３水曜
日）の発行に戻ります。第１水曜日発行（今号）を「お知らせ版（８ペー
ジ）」、第３水曜日発行を旧来どおり（16ページ）とし、紙面の内容もリ
ニューアルします。

　現在、合同会社釜石新聞社では、購読申し込みを受け付けています。
　11月からの有料化後もこれまでどおり週２回（水曜日・土曜日）発行、
水曜日号には「釜石市からのお知らせ」が掲載され、購読料は１カ月900円
（税込み）です。
申込方法…電話、FAX、メール、郵送のいずれか
電話…専用回線090-1065-4713／釜石新聞社（☎55-4713電話申し込み
は９時～17時）
FAX…55-4715
メール…kamaishi-shinbun@kmail.plala.or.jp
郵送…〒026-0044　釜石市住吉町３番３号　合同会社釜石新聞社
※「住所」「氏名」「電話番号」をお知らせください。

第34回釡石市働く婦人の家まつり
『 作 品 展 示 発 表 会 』

日時…11月15日㈯９時～16時と16
日㈰９時～15時
場所…市働く婦人の家（小川町４-
２-５）
内容…市働く婦人の家を中心に活
動している自主グループの一年間
の活動成果を作品展示などにより
発表する
問い合わせ…市働く婦人の家（☎
23-2017）

ケーブルテレビの「デジアナ変換サービス」
平成27年3月に終了します

　アナログテレビでも地上デジタ
ル放送を暫定的に視聴できる「デ
ジアナ変換サービス」および「国が
実施している地デジ難視対策のた
めの各種支援制度」は平成27年3月
に終了します。国の各種支援制度
を利用する場合は12月までに、総
務省地デジコールセンターにお申
し込みください。引き続き地上デジ
タル放送を視聴するためには、次
の３つの受信方法があります。
◇ 三陸ブロードネットと契約し、
STB（セットトップボックス）
を設置する

◇ 地上デジタルチューナーを購入
し、アナログテレビに接続する

◇デジタルテレビに買い替える
問い合わせ…総務省地デジコール
センター（☎0570-07-0101）、市
広聴広報課（☎22-2111、内線
106）、三陸ブロードネット㈱（☎
24-2600）

世 界 の 屋 台 村
＠ 釡 石 市

　外国人の皆さんが腕を振るって、
お国料理を作ります。ぜひ、異文化交
流をお楽しみください。
日時…11月15日㈯　11時30分～
14時
場所…カリタス釜石（大只越町２-
４-４）
参加料…無料
その他…会場付近は駐車場が限ら
れていますので公共交通機関の利
用についてご協力をお願いします。
問い合わせ…（公財）盛岡国際交
流協会（☎019-626-7524）

調 停 相 談 会 を
開 催 し ま す

　借金・相続・離婚問題・東日本大
震災で被ったトラブルの解決の糸口
などを調停委員に相談できます。
日時…11月９日㈰　10時～15時
場所…市保健福祉センター（のぞ
み病院）９階研修室
問い合わせ…釜石簡易裁判所（☎
22-1824）

平 成 26 年 秋 季 全 国 火 災 予 防 運 動
11月9日㈰～11月15日㈯

『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
住宅防火 いのちを守る７つのポイント
○３つの習慣
　◇寝たばこは、絶対やめる。
　◇ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　◇ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○４つの対策
　◇ 逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
　◇ 寝具、衣類およびカーテンには、燃えにくい防炎製品を使用する。
　◇ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
　◇ お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる。
※ 期間中は、消防職員・消防団員が防火点検に伺う場合がありますのでご協力をお願
いします。
問い合わせ…釜石大槌地区行政事務組合消防本部（☎22-1642）、釜石消防署（☎
22-2526）、釜石消防署小佐野出張所（☎23-5308）

11月は「児童虐待防止推進月間」です
ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪

　虐待を受けたと思われる子どもがいたときや、ご自身が子育てに悩んでいる…その
ようなときは児童相談所や市の窓口にご連絡ください。
　○児童相談所全国共通ダイヤル（☎0570-064-000）
　○市子ども課（☎22-5121）

参 加 者 募 集
Atelier FRANCE～やさしいフランス語～

　市および市国際交流協会では、
Atelier FRANCE（アトリエフラン
ス）～やさしいフランス語～を開
催しています。
日時…12月16日㈫までの毎週火曜
日18時～19時30分
場所…市役所第１庁舎２階 第２会
議室
内容…フランス語講座や交流など
対象…高校生以上
定員…12人
参加費…無料
申し込み…市総務課国際交流室
（☎22-2111、内線116）

みちのくALERT（アラート）2014の
実 施 に つ い て

　釜石市では11月６日㈭から８日
㈯まで大規模災害を想定した訓練
「みちのくALERT（アラート）
2014」が実施されます。自衛隊車
両やヘリコプターなどが出動しま
すが、実際の災害と間違わないよ
うにご注意ください。
問い合わせ…防災危機管理課（☎
22-2111、内線118）

今月の
インフォメーション

市民ホール（仮称）基本設計
概要説明会を開催します

　市は、東部地区新商業拠点整備
エリア内に建設を予定している市民
ホール（仮称）などについての基本設計
概要説明会を市民向けに開催します。
開催日時…11月12日㈬　18時～20時
開催場所…市役所第４庁舎第７会
議室
※事前の申し込みは不要です。
問い合わせ…市リーディング事業推
進室（☎22-2111内線312）

家族介護者交流支援事業
を 開 催 し ま す

　日ごろ、家族介護に従事してい
る高齢者が心身のリフレッシュを
図ることを目的に「家族介護者交
流支援事業～ほっと一息リフレッ
シュ事業～」を開催します。事業
に参加している間は、代わりのヘ
ルパーを無料で派遣します。
日時…11月26日㈬　10時30分～
15時
場所…三陸花ホテル はまぎく（大
槌町浪板海岸）※市内からのバス
送迎があります。
対象…要介護２以上の高齢者を介護
している65歳以上の人（参加無料）
定員…20人程度
申込期限…11月10日㈪
申し込み…市高齢介護福祉課（☎
22-0178）、釜石市社会福祉協議
会（☎31-1400）または、お近く
の居宅介護支援事業所まで。

市民の暮らしと復興についての意識調査
にご協力をお願いします

　東京大学社会科学研究所と神戸
大学を中心とする全国の研究者の
グループでは、４回目の『釜石市民
の暮らしと復興についての意識調
査』を実施します。この調査は、現
在の市民の皆さんの生活状況、今
後の生活再建に向けての考えなど
を聞くことで、市民生活の再建と地
域の復興を考えるための基礎資料
を得ることを目的としています。ア
ンケート用紙を受け取った人は、調
査にご協力をお願いします。
調査期間…11月11日㈫まで
調査対象…仮設住宅・被災者用の
公的住宅・民間借家（みなし仮設住
宅）に入居している人
提出方法…11月28日㈮までに郵送
で提出してください
調査委託機関…（一社）中央調査
問い合わせ…市総合政策課（☎22
-2111、内線133）

いわて復興プロジェクト
「住まいの展示相談会in釡石」を開催

　被災した人の住宅再建を支援す
るため、地域型復興住宅や住宅事
業者などの情報提供や、住宅再建
に関する個別相談会を行う「住まい
の展示相談会in釜石」を開催します。
開催日時…11月８日㈯、９日㈰　
10時～16時
開催場所…シープラザ遊（鈴子町22）
内容…県内企業・団体31社によ
る最新の住宅情報の提供。公的支
援制度、二重ローンに関するセミ
ナーや、個別相談会など
問い合わせ…（一財）岩手県建築住
宅センター（☎019-623-4414）

平成26年度岩手県食育推進
県 民 大 会 の 開 催

　県民一人ひとりが、「食育」につ
いて考え、岩手の元気につなげる
ことを目的に食育推進県民大会を
開催します。
日時…11月16日㈰　13時15分～
16時
場所…岩手県民会館　中ホール
内容…①食育実践活動事例発表②
基調講演（講師：東京ガス㈱「食」
情報センター　杉山智美氏）など
入場料…無料
申し込み…電話、メール、FAX
により、①氏名、②性別、③年齢、
④住所、⑤電話番号、⑥参加人数
を11月12日㈬までに県庁・県民く
らしの安全課（☎019-629-5385、
メール：AC0009＠pref.iwate.jp、
FAX：019-629-5279）へ

馬 車 試 乗 会 の 参 加 者 を
募 集 し ま す

　観光馬車のテスト運行に参加で
きる人を募集します。
運行日時・場所…11月8日㈯イオ
ンタウン釜石前、11月9日㈰宝来
館前　①10時～11時②11時～12時
③14時～15時④15時～16時
定員…各回先着10人
※小学生未満は保護者同伴。４歳未
満は膝の上に乗せて乗車できます。
費用…500円
申し込み…釜石ハローホース倶楽部
の茨木さん（☎090-6301-8639）
へ電話か申し込みフォーム（http://
goo.gl/8DzpBg）から申し込み

平 成 26 年 分 年 末 調 整
説 明 会 の お 知 ら せ

日時…11月20日㈭　10時15分～
12時15分・14時～16時（２回）
※説明開始時間の30分前に開場します。
場所…市民交流センター　２階集
会室（嬉石町１-７-８）
対象…市内事業所の給与担当者
※出席の際は11月上旬までに税務
署から郵送される「年末調整のし
かた」などのパンフレット類一式
をご持参ください。
問い合わせ…釜石税務署（☎25-
2081）
※説明会に関する電話でのお問い合
わせは、音声案内メッセージに従い
「２」番（税務署にご用の方）を選
択してください。

ナラ枯れ被害早期発見にご協力をお願いします

　ミズナラなどが枯れるナラ枯れ被害木が、市内で確認されました。ナラ
枯れ被害を放置すると短期間で被害範囲が拡大します。早期発見と早期駆
除が重要ですので、ナラ枯れ個所を発見しましたら市農林課までご連絡を
お願いします。ナラ枯れの特徴として、キクイムシが幹に侵入したときに
でる大量の木くずが根元に確認できます。
※ナラ枯れが発生する樹種：ミズナラ、コナラ、クリ、カシワなど
問い合わせ…市農林課（☎22-2111、内線302）

❶ 被害木　❷ 被害木の拡大写真（唐丹町大石付近）

❶ ❷

室 浜 町 内 会 の
総 会 を 開 催

日時…11月９日㈰　10時から
場所…長内集会所（鵜住居町28-
22-35）
問い合わせ…佐々さん☎090-8423
-7454
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【問い合わせ】市世界遺産登録推進室（☎22－2111　内線105）

青出浜
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奥宮

尾崎神社
奥の院

陸中尾崎灯台

尾崎神社
本宮

249

249

45

45

釜石湾

太刀根

尾崎白浜

至佐須至大船渡

至釜石

平田

三
陸
鉄
道

N

※車で移動、準備

※青出浜
 （休憩、トイレ　約35分）

8：30

8：35

9：05

9：55

10：30

10：55

12：00

尾崎白浜漁港　出発

尾崎神社本宮　参拝

遊歩道出入り口　出発

尾崎神社奥宮　参拝

尾崎神社奥宮　出発

尾崎神社奥の院　参拝

陸中尾崎灯台（昼食）

約5分

約30分

約50分 約2.7㎞

約25分

約65分

▼

▼

▼

▼

▼

▼
約3.4㎞

平成19年度三番高炉北側発掘調査

※ トレッキング上級者やこのコースの経験者が同行すると安心です。
※熊除けの鈴やホイッスルを必ず装備してください。
※携帯トイレの持参をおすすめします。

尾崎神社奥宮
尾崎神社本宮

尾崎神社奥の院

青出浜

陸中尾崎灯台

尾
崎
半
島
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ス
ス
メ尾崎半島トレッキング

モデルコース

　ユネスコ世界遺産登録を目指す橋野鉄鉱山は、鉄鉱石の採掘場跡、運搬
路跡および高炉場跡により構成される鉄鉱山および製鉄所の総称です。
　高炉場跡にある３座の高炉とその周辺は、昭和32年６月に橋野高炉跡とい
う名称で国史跡に指定されています。
　その後、市教育委員会の発掘調査により、三番高炉の北側に、高炉内へ
の送風や鉄鉱石を砕く動力となった水車の水路跡、鉄鉱石から不純物を取
り除く種

たね

焼
やき

窯跡、高炉の燃料を作った炭窯跡などの遺構が確認されたこと
から、国史跡範囲の追加を申請していたところ、去る10月６日に追加指定が
なされました。
　このことにより、幕末の「高炉絵巻」に描かれた高炉場の範囲、すなわ
ち、安政年間から明治まで36年間操業した製鉄所の全体像を伝える施設跡の
ほとんどすべてが国史跡に指定され、面積はこれまでのほぼ２倍、約3.5ヘ
クタールに拡大しました。

国史跡橋野高炉跡の
追加指定

世界遺産登録に向けて❾橋野高炉跡

【
其
ノ
一
】

か
ま
い
し

　

釡
石
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
今

年
の
4
月
よ
り
京
都
か
ら
来
ま
し
た
広
報

マ
ン
の
村
上
で
す
。
さ
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
、[

ソ
ト
モ
ノ]

の
私
が
釡
石
の
魅
力

を
あ
ら
た
め
て
お
伝
え
し
て
い
く
新
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
じ

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
記
事
な
ど
も
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
先
月
の
「
釡
石
ま
つ

り
」
に
関
連
し
て
、
以
前
に
私
が
挑
戦
し

た
釡
石
の
秘
境
・
尾
崎
半
島
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
尾
崎
白
浜
か

ら
尾
崎
神
社
奥
宮
・
青
出
浜
、
尾
崎
神
社

奥
の
院
を
経
由
し
て
、
陸
中
尾
崎
灯
台
を

目
指
す
コ
ー
ス
（
東
北
自
然
歩
道
・
リ
ア

ス
海
岸
尾
崎
半
島
の
み
ち
）。
か
つ
て
は
、

「
観
光
船
は
ま
ゆ
り
」
で
青
出
浜
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
が
、
観
光
船

は
ま
ゆ
り
も
被
災
し
、
奥
の
院
や
灯
台
に

行
く
た
め
に
は
尾
崎
白
浜
か
ら
歩
い
て
行

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
に
、
尾
崎
神
社
本
宮
を
お
参
り
し

た
後
に
、
遊
歩
道
出
入
口
ま
で
車
で
移
動

し
、
ま
ず
は
奥
宮
を
目
指
し
ま
す
。

　

奥
宮
に
着
く
と
、
神
社
か
ら
目
と
鼻

の
先
に
あ
る
青
出
浜
ま
で
出
て
休
憩
。
そ

の
後
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
再
開
し
、
こ
の

コ
ー
ス
最
大
の
名
所
で
あ
る
奥
の
院
へ
。

奥
の
院
は
、
社
の
な
い
お
宮
で
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
を
祀
っ
た
、
宝
剣
の
御

神
体
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ

て
気
仙
郡
・
閉
伊
郡
を
治
め
た
閉
伊
頼
基

も
遺
言
に
よ
り
こ
の
宝
剣
の
か
た
わ
ら
に

埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
釡
石
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
、
一
度
は

訪
れ
た
い
場
所
で
す
。

　

奥
の
院
を
参
拝
し
た
後
は
、
ゴ
ー
ル
の

灯
台
ま
で
歩
き
、
到
着
後
昼
食
。
晴
天
の

も
と
海
を
眺
め
な
が
ら
い
た
だ
く
食
事
は

格
別
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
三
貫
島
な
ど

が
一
望
で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
特
に
整
備
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
杉
の
枝
や
倒
木
に
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
れ

が
こ
の
コ
ー
ス
の
醍
醐
味
。
そ
し
て
、
要

所
要
所
に
海
が
見
え
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ス
上
の
ど

の
案
内
板
も
こ
と
ご
と
く
熊
の
被
害
を
受

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
見
つ
け
て
歩
く
の

も
楽
し
い
で
す
。

　

尾
崎
白
浜
か
ら
歩
い
て
灯
台
ま
で
行
く

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
。
熊
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
尾

崎
半
島
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「釡石まつり」では、尾崎神社里宮
（浜町）から御神輿を船に乗せ、青出
浜に向かい、奥宮で御神輿に神様を
お迎えして、海上を渡御します（曳き
船まつり）。翌日のまつりの最後には
再び海を渡り、奥宮へ還御します。

メモ
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